	単位操作－２２０
	ポンプグランド増締め
	作  成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	○締め過ぎによるグランドの焼損に注意すること。

(2)危険性の判断

ア．運転条件（温度、圧力、流体の毒性)

イ．作業性（位置、構造、回転部に接触する危険性）

(4)スタート時の電流の上昇に注意し、グランド押えのボルトを折損しないようにゆっくり少しずつ相互に均等に締付けること。

(6)
ア．電流の上昇に注意し、グランド押えのボルトを折損しないように、ゆっくり少しずつ相互に均等に締付けること。

イ．ウエス等回転部に巻き込まれるものを近くに置かない。

ウ．回転部に接触して人身事故を起こしやすいので注意する。

(7) 漏洩量は20滴／分を目安とすること。

(8) スタート又は増締めの約10分後に異常の有無を再度点検すること。

  （熱、グランド部の発熱、 振動、音、洩れ、圧力、電流、フラッシング、蒸気圧力、回転数、潤滑油レベル）
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ポンプをストップする


（単―208,210,212,214,216）
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少しずつ増締めを行う





危険性はあるか
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少しずつ増締めを行う
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各部を点検する





漏洩量が適当であることを確認する


する





ポンプをスタートする


（単―207,209,211,213,215）






























































